



長 谷 川 文 代
A report on“Shohoku Internship Program”executed after our colege
 
was recognized as one of institutes who provided
“Distinctive University Education Support Programs”by Ministry
 












































































































































































































































































































































































VI. お わ り に
上述のとおり，H17年度のインターンシップ
は，様々な改善・変更を試みて実施した。それら
の工夫がどのような効果をもたらすか，すべての
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実習が終わらないと確かなことは言えない。しか
し，あくまで個人的な感想ではあるが，春休み中
実習生見回りのため企業を訪問すると，行く先々
で，実習担当者から「非常によく質問が出てよい。」
「実習の目標がはっきりしていてよい。」などのコ
メントをいただくケースが例年より多いと感じて
いる。また，実習時期の決定を早めたことに対し
ても，好評である。
いずれにしても，終了後速やかに，企業・学生
双方のアンケートを集計し，その結果を分析して
また次年度に向けて検討を続けていく。
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